
記者発表資料

平成２１年 ６月２２日
東 北 地 方 整 備 局
北上川下流河川事務所

６月２７日(土)「旧北上川分流施設竣工式」を開催!!

平成２０年３月に完成した「旧北上川分流施設」の竣工式を下記の
日程で開催いたします。

１．開催日時及び場所（裏面を参照）
平成 21 年 6 月 27 日（土）10 時 30 分から 11 時 30 分まで

２．出席予定者
地元選出国会議員、宮城県知事、石巻市町、登米市長、
国土交通省河川局長、東北地方整備局長ほか

３．事業期間及び事業費用
平成 8 年～平成 20 年 事業費 約 120 億円

４．事業概要 （詳細は別添パンフレット参照）

・脇谷水門
わ き や

本体長 ２６．０ｍ ゲート形式 鋼製ローラーゲート

・鴇波水門
ときなみ

本体長 ２０．０ｍ ゲート形式 ライジングセクターゲート
５．その他

竣工式及び施設の取材は可能です（小雨決行）。

施設の取材をご希望の際は、受付へお申し出ください。
※一般来場者の竣工式及び施設の一般見学も可能です。

発表記者会 ：宮城県政記者会、石巻記者クラブ、古川記者クラブ、東北電力記者会、東北専門記者会

国土交通省東北地方整備局河川部 ℡０２２－２２５－２１７１㈹

河川調査官 佐藤 敬 （内線３５１３）

河川計画課長 小浪 尊宏 （内線３６１１）
こ な み

国土交通省北上川下流河川事務所 ℡０２２５－９５－０１９４㈹

副所長 庄司 正彦 （内線２０５）
工務第二課長 佐藤 寿光 （内線３２１）



［旧北上川分流施設］
旧北上川分流施設は、登米市津山町柳津地点に建設された脇谷水門・鴇波水門の

と め つ や ま やないづ わ き や ときなみ

総称です。

これら分流施設の前身は、明治４３年に発生した未曾有の水害を契機に当時の内
務省が北上川の抜本的な治水対策として実施した「新北上川の開削」に伴い設置さ
れた施設です。

この施設は新・旧北上川の洪水時・平常時の適正な流量分派を担い、宮城県北部
の治水・利水をはじめ、河川の良好な環境を保全する上で重要な施設です。昭和の
初めに設置されて以来、七十有余年が過ぎ老朽化が著しいことから、平成８年、新
しい施設の建設に着手し、平成２０年３月に竣工したものです。なお、旧施設は撤
去せず現在も残しています。平成１６年には当時の高い土木技術・文化的価値が評
価され、（社）土木学会より「選奨土木遺産」として認定されました。
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